
当資料は、日興アセットマネジメントが情報提供を目的として作成したものであり、特定ファンドの勧誘資料ではありません。また、弊社ファンドの運用に何等影響を与えるもので
はありません。なお、掲載されている見解および図表等は当資料作成時点のものであり、将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。投資信託は、値動きのある
資産（外貨建資産には為替変動リスクもあります。）を投資対象としているため、基準価額は変動します。したがって、元金を割り込むことがあります。投資信託の申込み・保有・
換金時には、費用をご負担いただく場合があります。詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

2021年11月1日Vol. 1,763

11月の金融政策、政治・経済イベント

10月の金融市場では、中国の不動産開発大手
の債務問題や、米国のインフレ加速および早期利
上げ懸念の高まりなどが、投資家心理を圧迫する
要因となりましたが、米国の良好な経済指標や主
要企業の決算発表などを材料に、世界の株式市
場は概ね堅調に推移しました。また、ECB（欧州
中央銀行）が、コロナ禍対応の資産購入策につい
て、来年3月の終了時に新たな策の導入を検討し
ていると報じられたことや、米連邦債務上限の12
月までの暫定延長が議会で合意されたことなども、
市場の安心感につながりました。

米国の金融政策は転換期を迎える可能性

市場では、引き続きFRB（米連邦準備制度理事
会）による金融政策の動向が注目されています。9
月のFOMC（連邦公開市場委員会）議事の要旨
では、11月の会合でテーパリング（量的緩和による
資産購入額の縮小）を決める場合、同月中旬また
は12月中旬から縮小を開始し、2022年半ば頃に
終える道筋が示されました。市場では、11月の会
合でテーパリング開始を決定するとの見方が大勢
で、市場の関心はテーパリングから利上げの時期
に移りつつあります。世界最大の経済規模を誇る
米国の金融政策は、世界の金融市場に大きな影
響を及ぼすことから、FOMCの動向に大きな注目
が集まっています。

日本では総選挙後の政治運営に注目

日本では、10月末の衆議院選挙での結果を受
け、11月から新たな体制による政治運営が開始さ
れます。岸田政権発足から日を置かず選挙となっ
たこともあり、新政権による具体的な取り組みは停
滞していましたが、今後は、新型コロナウイルスの
感染拡大抑制と経済活動の両立など、様々な取り
組みを実行していくとみられます。11月上旬には、
岸田首相が掲げる「成長と分配の好循環」の実現
に向けて設置された「新しい資本主義実現会議」
が、経済対策など最優先で取り組む課題を緊急提
言案として取りまとめる予定です。新政権がどのよ
うな舵取りをするか、今後の動向が注目されます。

中国では重要方針を定める6中全会が開催予定

中国では8日から、重要政策や人事を定める、党
中央委員会第6回全体会議（6中全会）が開催され
ます。内容は政治面が中心とみられますが、経済
面でも党のビジョンが入り、政策が及ぼす経済への
影響が大きくなっている同国の動向を推し量るため
の手掛かりを得られる可能性があります。なお、同
会議では、約40年振りに「歴史決議」が採択される
見通しです。歴史決議を採択するのは、毛沢東氏、
鄧小平氏に続いて習近平国家主席が3人目となる
ことから、党トップの続投に向けて、同氏の権威をさ
らに高める狙いがあるとみられています。

●信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成。スケジュールは予告なしに変更される可能性があります。
●上記は過去のものおよび予定であり、将来を約束するものではありません。

11月 予定

1日（月） ■米国、10月のISM製造業景況指数

2日（火） ●米国、FOMC（～3日）、●オーストラリア、金融政策決定会合

4日（木） ●英国、金融政策委員会、■OPEC（石油輸出国機構）プラス閣僚会合

5日（金） ■米国、10月の雇用統計

7日（日） ■中国、10月の貿易収支

8日（月） ■中国、6中全会（～11日）

10日（水） ■米国、10月のCPI
11日（木） ■英国、7-9月期GDP（速報値）、■中国、独身の日（インターネット通販各社による大規模セール実施）

15日（月） ■日本、7-9月期GDP（速報値）、■中国、10月の小売売上高、鉱工業生産

16日（火） ■米国、10月の小売売上高

26日（金） ■米国、ブラックフライデー（感謝祭翌日の金曜日、年末商戦の初日としてセールが実施される）

30日（火） ■中国、11月の製造業PMI
上旬 ■APEC（アジア太平洋経済協力）首脳会議

●金融政策関連

■政治・経済関連

11月の注目される金融政策および政治・経済イベント


